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① 欧米 主な発表 

 

米労働省が発表した前週分の米新規失業保険申請件数は 22.8 万件と予想の 20.0 万件を上回り、失業保険継

続受給者数も 182.3万人と予想の 169.9万人以上に増加した。 

前日の 3月 ADP全米雇用報告に続き、米労働市場の過熱感が緩和したことを示唆する内容だった。 

 

レーン欧州中央銀行（ECB）専務理事兼チーフ・エコノミストが一部通信社とのインタビューで「3 月に公表した経

済予測に沿ってインフレが推移すれば、ECB は 5 月に再び金利を引き上げる必要がある」との見解を示すと、

ECBの利上げ継続を意識したユーロ買い・ドル売りが優勢となった。 

 

米調査会社ムーディーズ・アナリティクスのマーク・ザンディ氏は 

「近い将来、中堅・中小銀行の間でかなり大きな信用収縮が起こる可能性がある」 

と警鐘をならす。 

「信用は経済活動の母乳だ」（同氏）。 

地区経済の信用は地銀が支える。 

流動性危機に続き、信用収縮の兆しも地銀から出てくる可能性がある。 

 

本日 21時 30分に米雇用統計の発表があります。 

結果次第では、為替は大きくブレると思います。 

明日の動画で詳しく解説させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 世界最高鑑定銀貨 

 

1887年ヴィクトリアジュビリー5ポンド金貨 MS64は、ここ 2年ほどで 150万円→300万円となっています。 

以前からお伝えしておりますように、70～80万円の高鑑定コインは意外と早く 200万円に。 

150～200万円の高鑑定コインは、意外と早く 400万円台になる傾向があります。 

現在、高鑑定金貨で 70～80万円で購入できるものはほぼありません。 

でも、70～80万円で購入できる世界最高鑑定銀貨はまだいっぱいあります。 

1枚 500万円の世界最高鑑定金貨を買うのも良し。 

500万円の予算で、1枚 70～80万円の世界最高鑑定銀貨を 7枚買うのも良し。 

意外と銀貨の方が数年先のパフォーマンスが良いかもしれませんね。 

 

昨日お伝えしましたナポレオン 3世 100 フラン金貨と、70～80万円の高鑑定銀貨。 

ドル建て金・銀価格が大きく上昇している今、安値で投資できる最後のチャンスなのではないでしょうか。 

 

下の写真は約 300年前のイギリス・ジョージ 1世・シリング銀貨・MS66世界最高鑑定・オンリー1です。 

このような銀貨がまだ 70～80万円で購入できます（写真は不鮮明ですが、実物はもっとキレイですよ） 

皆さんの参戦をお待ちしております！ 

 

 



 

 


